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東 京 武 蔵 村 山 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ テ ー マ国 際 ロ ー タ リ ー 第 ２ ５ ８ ０ 地 区

2 0 1 0 - 1 1年度 国際ロータリーテー

第 3 9 代 ク ラ ブ 会 長 野 島 征

地域を育み、大陸をつなぐ

2 0 1 0 - 1 1 年度 ガバナー 上野 操

次回例会案内【 7月6日（水） 】

全員クラブ協議会

本 日 の 例 会

最終例会

とうふ屋 うか い

「全員参画で例会を魅力あるものに」

東 京 武 蔵 村 山 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ
週 報 №1９００

司 会 後藤 正次 副ＳＡＡ（会場運営委員）

６月はロータリー親睦月間です。

（ 野島 征 会長 ）

会務報告 （ 野島 征 会長 ）

○地区協議会報告書が地区ホームページに掲載さ
れました。URL http://www.rid2580.org/

○ハイライトよねやま135号が届いています。

○地区大会記録誌の送付について
皆様のメールボックスに入って居りますのでご
覧下さい。

点 鐘

斉 唱
奉仕の理想
（ソングリーダー 倉内 淳 会員）

来客紹介 （ 野島 征 会長 ）

○ゲスト
祖父江 重夫 様＜地区青少年交換委員＞

（東京福生中央ＲＣ）
＊青少年交換留学生受入に対するお礼

のご挨拶を頂きました。

「一年間を振り返って」
野島 征 会長

幹事報告 （ 宮﨑 茂夫 幹事 ）

○6/14東京消防庁第八消防方面本部 関本部長へ
6/8のＦＲＣ講演会お礼に、会長・幹事で行っ
て参りました。

○第12回理事会報告は、後日配布致します。

卓 話

出席報告

○メークアップ（第1898回例会）
網代 雅男 会員、藤野 豊 会員（分区連絡会）
後藤 正次 会員（米山セミナー）

○出席免除会員
渡辺 俊晴 会員 榎本 昭 会員

（ 波多野 晃夫 会場運営委員 ）

会 員 数 出席者数 出 席 率 前々回出席率修正

29名 23名 85.19％ 88.89％→100％

本
日
の
お
弁
当

委員会報告

○内野 均 次年度幹事 次年度について
次年度組織表・予算書を配布致します。
ご覧下さい。
次年度より四大奉仕から五大奉仕へ変更、
それにより定款・内規も変更になります。

○倉内 淳 親睦委員長 最終例会について
6/22（水）最終例会が、とうふ屋うかい
八王子店にて行われます。

○後藤 正次 会員
6/9（木）会長エレクト、次年度クラブ米
山奨学委員長セミナーに行って参りました。



◇ 例 会 場 西 武 信 用 金 庫 ・ 村 山 支 店 ２ 階
〒208-0004 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １ － １

◇ 例 会 日 毎 週 水 曜 日 １２：３０～１３：３０
◇ クラブ事務局
〒208-0004 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １ － １
T E L 0 4 2 (5 2 0 ) 3 2 5 1 F A X 0 4 2 (5 2 0 ) 3 2 5 2
Ｅメールアドレス ｔ－ｍｍｒｃ＠ｃ ｒｅ ｓｔ . ｏ ｃ ｎ . ｎｅ . ｊ ｐ

◇ 創 立 1972年7月8日 ◇ 承 認 1972年7月20日
◇ス ポ ン サ ー ク ラ ブ 東 京 立 川 ロ ー タ リー ク ラ ブ
◎ 会 長 野島 征 ◎ 幹 事 宮﨑 茂夫
○ 副会長 齊藤 孝喜 ○ 副幹 事 内野 均
□ クラブ会報委員長 網代 稔 副委員長 内野 均

委 員 酒寄 好夫 小林 邦雄 山口 誠

祖父江重夫様（地区青少年交換委員・東京福生中央ＲＣ）お世話になります。

野島征会長⇒先日の4ＲＣ合同例会ではＳＡＡ・親睦の委員の方そして会員の皆様に大変お世話に成りました。
お陰様にて盛会のうちに終了する事が出来ました。有難うございました。

福生中央ＲＣ祖父江重夫様本日はようこそお出で下さいました。心より歓迎申し上げます。
齊藤孝喜会員⇒野島会長一年間ありがとうございました。今後共宜しくご指導お願い致します。

波多野晃夫会員⇒6月5日に実施したクリーン作戦には、大勢の皆さんにご参加いただきありがとうございました。
藤野豊会員⇒祖父江さん、ようこそいらっしゃいました。

◆ 今回計 ３０,０００円 累 計 １,２７０,０００円

ニコニコＢＯＸ （ 倉内 淳 親睦委員長 ）

「 一 年 間 を 振 り 返 っ て 」 野島 征 会長

「雨降って地固まる」と云うことわざがございます。正に私達、東
京武蔵村山ＲＣはことわざ通りの一年であったと思います。

今年度のクラブテーマは「全員参画で例会を魅力あるものに」であ
ります。例会に参加する事がロータリー運動の原点であるならば例会
は貴重な時間を割いて参加する会員に如何に有益な情報を効果的に提
供するか又奉仕の実践の源となる親睦を如何に育むかを考え実行する
明るく楽しいものでなくてはならない。と例会にこだわりました。有
益で楽しい例会を皆で造ってゆこうと云う事でございます。

目標其の1「100％出席例会を実現しよう」では会員の方のご協力、
ご支援を得まして2010年7月1日より2011年6月1日までに100％出席
例会は13回達成し平均出席率は94.34％と云う高い数値を出す事が出来ました。この事は今年度多摩分
区安部ガバナー補佐が掲げられたスローガン“Catch up to 90！”とリンクしガバナー月信6月号に於い
て賞賛の記事で紹介を受ける事が出来ました。

目標其の2「活気溢れる例会に新入会員を呼ぼう」では大変残念な事に1名の新入会員も増強出来ま
せんでした。40周年に向けて目標は3名以上の増強でした。然乍ら退会者を出す事が有りませんでした
ので何よりの成果であったと考えて居ります。

会員増強に就いて。40周年に向けて今年度3名以上の増強目標を立てていながら1名の増強も出来な
かった事は大変残念ですが退会者を出さなかった事は本当に皆様の御協力に依るものと深く感謝申し上
げます。

リーマンショック後回復しつつある状況も3月11日の東日本大震災で壊滅的被害を受け様々な業種の
サプライチェーンが寸断され生産中断の被害が出ました。
それに依り倒産した企業数もかなり出た模様ですし影響は拡がる様相も呈して居りますが、次年度には
是非増強を図りたいと考えています。その為に今年度行った増強プランを練り直し次年度皆様のお力を
得て拡大してゆきたいと考えて居ります。
その為にも受け皿と云うべき我々のクラブに就いて1年間私なりに会長として頑張ってきましたので入
会10年目67歳間近の私がクラブに対しての所感を述べさせて頂きます。

武蔵村山ＲＣに就いて。ロータリーの会員はその方の年齢・ロータリー歴・資産・学歴・知名度等の
あらゆる制限を越えて互角対等でなければならないと思います。
勿論歴年数が長い方はそれぞれのロータリー感をお持ちだし、歴年数の短い方は様々な折に触れ自分な
りに咀嚼理解しロータリー歴を重ねて行くわけで、その道場になるものが例会であろうと考えてます。
大切なのは各個人がそれぞれの考えを以ってロータリーの輪を回転させる事（即ちアイサーブ）ではな
いでしょうか？

輪を回転させるには調和が必要です。年長者も長歴年者も年少者も少歴年者も皆が対等に動く事だと
思います。それは各人が各委員会に於いてその責任を果たしてゆく事です。任期1年で会長・幹事・理
事・役員・各委員会が変わるのですから、問題はその年度内で解決し、禍根を残さない様努力する事。
ロータリーは職業ではありませんから、間違いも起こすと思います。間違いは皆で努力し解決させましょ
う。解決出来なければ、白紙撤回し翌年には持ち越さない様努力しましょう。どうしても解決出来なけ
れば申し送り事項として明確にしましょう。

新しい年度・新しい気持ち・新しい組織でこの素晴しい武蔵村山ＲＣを回して行こうでは有りません
か、そしてその素晴しいクラブに新入会員を呼ぼうではありませんか。

最後に成りましたが、この1年この未熟な私を陰で支えてくれた宮﨑幹事をはじめ理事・役員の皆様・
そして会員の皆様・事務局に感謝申し上げて終わりたいと思います。

卓 話


